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第 3章 実践根拠―日中における 2手法の先行事例研究 
第 4章 背景―中国における環境問題の現状，原因，解決策 
第 5章 ケーススタディ―中国中小鉄鋼企業 A社への MFCAの適用事例研究 










の MFCAと CIfEの結合モデルの導入ステップを提示している。 
第３章では MFCAと CIfEの日中企業への事例研究をサーベイしている。まず，第１節では日本
企業における MFCAの先行事例をサーベイし，MFCA導入の手順を明示した。第 2節では中国企業










第 5章では中国鉄鋼企業 A社への MFCA導入事例を示した。A社の 2013年 3月のデータを基









それを受けて, A社は経済問題と環境問題を同時に解決するために, 2014年から 2015年にか
けて CIfE を実施した。第 6 章ではその経済性効果と環境性効果を分析し,MFCA との結合モデル
の構築を試みた。さらに,CIfEの経済性効果も加味したキャッシュフロー分析も試みた。第 1節




タを参考に, 2015年 8月末時点の CFの現在価値と同額が今後 10年間の CFとして確保できると
仮定する場合の A社 2014年 8月 31日時点における投資の IRR（内部利益率）及び NPV（正味現
在価値）を計算した。これにより， CIfEを含むキャッシュフローによる全社の投資の採算性を
























































1. MFCA や CIfE の導入事例は，日本企業を中心として多くあるが，中国企業の現場にま 
で踏み込んで効果を見える化した研究はなく，この論文がその先駆的な研究としての役割を果
たすこと。今後，中国の企業にも導入されていくきっかけを作ったといえる。現に，著者も今
後指導教授との共同研究で中国の電力会社にこれらを導入する研究を予定していること。 
2. これらの手法の導入効果は，程度の差こそあれ国の違いや企業規模の違いを超えて，一定の
効果も見える化できるという実証を示したこと。さらに今後，TQM（全社的品質マネジメン
ト）や TPM（全社的生産保全）とそれらに含まれる小集団活動などの導入と整備が進むと，
これらと MFCA/CIfE の結合モデルとの相乗効果が期待できるのかどうかの解明へと研究を
発展させていく可能性が見いだせたこと。 
 
以上により，本論文は少なからず学界や実務界に与える影響も期待でき，十分に博士学位請求
論文として評価できると審査員で結論付けた。 
 
 
